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はじめに
『荷車』
（初出『新潮』一九二八・六）
は、製糸工場内部を舞台にし
た小説である。山大製糸工場で子持ちの夫婦、お花と三次は共稼ぎをしていたが、電力を使用するようになってから ある日夫は突然解雇された。女工のお米は髪をモーター 巻き込まれて怪我をし、おけいという幼年工は県の検査官の訪問に乾燥場に隠されて悶死する。このように工場では次々と事件が起こり、最後に男女の労働者が作業場を破壊した結果、男達は検挙され、女達は三台の荷車に握り飯をつんで、町へ帰ることにな
本テクストについて、寺田透氏は「ひとつの総体的効果というも
のを持っていない
⑴
」とし、それに同意を示す中山和子氏は「数数の
情景は描かれ がら、それがテーマに向って集中してゆかない」 「構成力不足と描写の自然主義的な細密化というアンバランス
⑵
」
と批判している。岡野幸江氏
⑶
は、一九一六年に施行された工場法で
は、一六歳未満 者については、労働時間が制限され、深夜業や危険業の禁止など規制が設けられたにも拘わらず、これはザル法で実際に守られてい かったと、幼年工について言及 ている。先行研
究は以上のようなもののみであり、詳細な分析はなされていない状況である。
本稿では、当時製糸工場で働いていた女工の労働状況について確
認しつつ、テクストにおける女工達の実態を検討し、最後に至って階級問題に目覚めた男女 労働者が団結し、資本家と闘うテクスト末尾の場面にも注目し い。
一
　
家庭を犠牲にする女工
まず、日本における製糸業の発展やそれにおける女性の役割
⑷
につ
いて確認したい。製糸業と紡績業は、明治一〇年代から二〇年代にかけて次々に大工場を出現させ、日清戦争前後 はほぼ機械制生産の支配を確立した。製糸業は主としてアメリカとヨーロッパに製品を輸出し、日本の輸出貿易の中枢を担った。生糸、綿糸布などの輸出による外貨獲得が、日本の産業発展に必要な機械や原材料の輸入を可能 し、また軍事化に必要な兵器、艦船などの輸入をも可能にした。その意味では 明治以来の「富国強兵」策を推進する上で、繊維産業はまさに槓杆的役割を果た ということができるが その繊維産業の発展をさらに底辺で支え のが、婦人労働者の苦汗労
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働であった。明治二八
（一八九五）
年には製糸業に従事する一二〇
三一三名の職工数のうち一〇九八一五名は女工であり、九一・三パーセント
⑸
を占めていた。またその二〇年ぐらい後、大正五
（一九
一六）
年のデータをみても、職工数二四八〇〇〇名のうち、女子労
働者は約九〇パーセントを占めており、製糸業は圧倒的に婦人労働力によって支えられていたことが窺われる。しかし、機械化の進んだ繊維産業では、労働が熟練や体力を以前ほど必要と ないため、資本家は、もっぱら低賃金で従順な若年婦人労働者を雇用し、その搾取の上に膨大な利潤を得、繊維産業の急速な発展を推し進めた。女工は長時間の労働、罰金制度
⑹
などのために、わずかな賃金しか稼
げず、戦前日 おける製糸女工の労 条件は、過酷なものであったと言われている。
では、本テクストにおける製糸工場の労働条件
⑺
はどのように描か
れているのか、また女工達はどん 事情やどんな思いで働いていたのかみ きたい。山大工場で 多数の女工達が働い が 本稿では主にお花、おけい、お米という三人に注目し、順を追ってみていこう。
まず、お花についてだが、お花は山大工場で糸をとり、夫三次は
釜場の外で水揚げの仕事をして た。二人は乳呑児を一人抱えているが、預け もらえる場所がなく、子供を「飯場の板の間へねさせておいて」 、水揚げの合間合間には三次が抱いてあやした。お花仕事中に子供と離れているゆえ 母乳を与えることができず、昼休みの時間になるといつも胸が張って「目が らむ様な苦しみが、すぐに、子供と一緒にいられな 憤りになって胸 中に波 打って」いた。お花は痛みを少しでも和ら ため 搾 し、我慢をし
いた。不十分な授乳で乳腺炎を患う可能性があるので、母親の健康には好ましくないし、母乳を飲まないと栄養不足で乳呑児の健康にも害が生じる原因になり得るが、 「生活に困りさえしなければ」という言葉にあるように、お花は食べていくために働くという切実な問題を抱えており、子供と離れなければなら かった。
昼の休みは「二十分でそのうちは食事に五分はかかる。のこりの
十五分で一日の生活の喜は味わわ け ばならないのだ」 。女工の食事時間について佐倉啄二『製糸女工虐待史
⑻
』には、 「殊に製糸工
場では、食事時間を長くあたえてない為めに」 、 「緩っくり食物をとる事が出来」ず、食事の時間になると作業場から駈け出し、無理に食べ物を詰め込んで また工場に駈け込んでただちに仕事に取りかかった。そのた ほとんどは胃腸を患っ いたと記述されている。テクストでは、 「十五分の休みを有効 使 う 思えば思う程 何をしていいかわからなく」なり 「もやしの様 蒸気 ふやけて来た体 日向にさらして、女工たちは転がっ いた」 。ここから工場では女工のために休憩室というものがなく、休憩の時間さえ気持ちよく過ごすことができず、おまけに、 「蝿」 飛んでいたと う描写から、休憩に利用して る場所は不潔で不衛生であったと言 る。
このような厳しい状況の中で、お花は仕事を頑張っていた。しか
し、ある日三次は、突然監督長 呼び出され、 「いきなり」 「解雇を言い渡」された。工場主の次男 電力の装置 買ってきて 蒸気機関をモーターに取りかえ」た。解雇の理由としては「モーターが据えつけられたので」今ま 三次がやっ たような「水揚げも追々電気でやる 、 「第一蒸気機関が不要になっ 水揚げ人夫 今までの三分の一しか要らない」と言われた。 「ここを追出され ら
― ―135
町へかえって、またどんなに仕事を探さねばならないか」 、 「乳呑児はどうしたらいいか」 、 「女房と子供をかえしたとて二人が食うだけの仕送りは出来な 」 、 「三人でかえったって、当座住むところもない」と三次は今後の生活や子供の養育のことなど思案に暮れた。監督長は「もう子供も相当大きい様だから乳を離して君が連れかえったら」と言った。それだけでなく、 「内儀さんは置いて るより、つれてかえった方がいいよ。アッハッハハ」 、子供連れの雇人を突然馘首しながらも、少しの同情を示すことなく 意地悪を言 。三次は監督長の態度に対し怒りを覚えたが、口答えをし かった。工場法では、工業主が職工に対して雇用契約を解除したい時は少なくとも一四日前に予告
⑼
するという解雇規定があったので、三次の解
雇は法律違反であった。それにも拘わらず、三次は「おとなしく引退って来た」 。
結局、お花を稼がして自分が子供を連れて帰る決心をした。しか
し、三次はお花と別れる時に、 「おい、俺の顔へ泥をぬるよう 事をやったら、承知しないぜ」と言 お花は家族と離れて工場の劣悪な状況下で独りになり、心細かっただろう。ま お花は子供のことをいつも気にかけていたので、子供との別れ 寂しくて相当辛いはずだったに 拘わらず、その気持ちは夫にさえ理解してもらえなかった。三次にお花は、 「何の苦しみもない様 」見えたとあるように、夫にはお花の女性としての「 」も母 して 「苦み」も、また、同じ労働者としての 苦しみ」 わからなかった。資本主義社会の中では、女が男に従属的な存在 してし 扱わ ず、工場主と夫による二重の支配を受けていたことが三次の最後の台詞からも窺われる。お花の寂しくて悲しい 持ち 、 「目からボロボ
ロと涙が落ちる」ところから読み取れる。
家族と離れたお花は、他の女工と一緒に寄宿舎に住むことになる。
寝室は「沼の様」で、 「六十畳の畳の上で四十人」が寝ていた。つまり一人当たり一畳半という狭いスペースであった。 「股」も「襟首」 も 「痒く」 、 女工達は虫に刺され、 血を吸われていた。 襟首に 「汗がにじんでいた」という箇所から部屋の中が暑かったことがわかる。また「布団は塩気のある湿気を含」み、 「足のところは牡丹の花程破れ」 、寝具も不潔で使い古したものであった。そんな環境の中でお花はどうしても眠れなかった。 「仕方なしに起上っ」てみると、「随分むし暑い晩じゃなしかね」という声が「二つ三つ向うの布団から起った」 。お花だけでなく、他の女工達 「痒く 「暑苦しく」寝付けなか のだ。 どう 、 ろいろな事 思出せてね、一人で泣いてたとこさ とお花 言った。
その時、女工の一人が「畜生！こんな汚い布団を着せやがって、
人を何と思っているずらか。あの肥った親爺は」 と言 ながら、 「布団を蹴飛ばし」 、お花や他の年上の女達の「白く冴え 顔に淋しい微笑が浮んで来たのを見る 」 、もっと元気づけることを言ってやりたいと思った。仲間に刺激を受け お花も「金が うかりゃあもうかるんでどこまで汚くなるもんかねえ、資本家ちゅうものさ！」 、 「この汚い布団を御覧なして と激しい憎悪をこめて布団を蹴った。 「子供を親から引離 たりさ、都合のいい時にゃ、空き罎でも投げる様に人の首をちょん切ってさ、あ は野となれ山となれだ…」と、夫が首 され、家族と離れ離れに った に対して今まで自分の感情を心の中に仕舞い、涙 しか表現できなかったお花は、遂に言葉にして「激しく」言えたのだ このようにお花 中に
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は階級意識が芽生えたが、行動を起こすまでには至らなかった。
寄宿舎
⑽
については、 「そもそも繊維資本が、寄宿舎の付設に力を
いれたのは、女工に快適な宿舎を提供するというより、労働力を確保」するところにねらいがあっ 。 「長時間労働、とく 深夜業のばあいは、欠席者が多く、必要労働力をなかなか確保できませんが、寄宿舎はその点、労働者をいやおう しにかり出 のに便利」だったと伝えられて 。女工の逃亡を防ぐため 寄宿舎は外から鍵がかけられ、きびしく監視され、外出さえも制限された。後ほど触れる 、工場で茶番狂言をやることになった時、村から青年達が来ることを予想し、女工たちは綺麗な格好 して楽しみにしていこのことから、長時間の労働で外出の余裕がないだけでなく、外出自体が禁止されていたと推測できる。また、夜中に寝ることができないお花たちの話し声を聞いて 「当直の監督」 みんなに注意をした。宿舎に住んでいる女工達は労働時間に束縛 るだけではなく、労働時間終了後も解放されず 体を休め ことができず、自分の好きなように過ごす自由もなかっ ことがわか 寄宿舎 生活は、まさに地獄にでもいるような環境であった。
このようにお花は夫が解雇されたことによって家計の負担を背負
うことになり、工場の劣悪な労働条件下で働かなければならず、他の女工達 共に不衛生 寄宿舎の中に閉じ込められ、舎監の厳監視を強いられていた。
二
　
命を落とす女工と大怪我をする女工
前述のようにお花達は、工場の中で辛い思いをしてい にも拘わ
らずお互いに気持ち 共有したり、嘆 合ったり、支え合ったりし
ていたが、その中におけいという幼年工もいた。多数の大人達の中の唯一の子供はど ような気持ちを抱いていたのだろうか。
ある時、監督の石田が「工場へ今夜飯場で茶番狂言をやること」
を女工達に話し 。工場で茶番狂言を行うことは「開業以来ない」ことであったので、 若い女工達は 「芝居」 見るのが楽しみで、 「喜」んだ。それに対し、工場主は「理由なく工女の慰安などをとてもやる筈の親爺ではな」かったので 長く働いている女工達 笑った」 。大人の女工の間 茶番狂言のこと 話題になると、 「なあ、伯母さま伯母さまっちゅうに！何があるだえ？え？今夜何があ だえ」と幼年工のおけいは気になり、大人 中へ割り込んで聞いたが、誰も彼女を 「相手にしなかった」 。再度聞 ても 「今夜かえ。今夜はねえ、月蝕さまだとさハッハッハッ」と大人 女 にからかわれた。おけいは「つまらなくなって、バタバタ一人で走り出し」 「淋しさを感じた」 。自分と同年齢の子供がおらず、 工 相手にしてもらえず、また工場の出来事についても素直 教えてもらえなかったおけいは仲間から疎外されていたと言える
芝居の準備が始まってから、おけいはようやく芝居があることを
知った。女達は芝居見物をするための用意に「二階から綻び 掛布団を引摺り ろして来」るが、おけいは「ぐずぐずと隅の所へ坐り込んだ」 。その時、 「場銭も払わないで人 桟敷へ入って来る奴があるけえ」と監督長と関係のある「鼻 み者の女」が い、 「いきなりどしんと」おけいの「上に倒れて来た」 。おけいは「頭へ手をやり がら不承不承に立上った」 。 監督長の「女」であったために自分は特別で、他の女工達より上の階層に属しているかのようにみ なに対して横柄な態度をとってい のだろ
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う。おけいは他の女工達より年齢が低く、体が小さく、社会経験も浅く、世間知らずの弱い立場におり、いじめの対象となってしまった。おけいは資本家からだけではなく、他の女工からも虐げられ、二重の虐待を受けて たと言える。
その後工場では突然検査官の訪問があった。 「啖壺は掃除してあ
るか。…非常口の電燈 つけてあるか」とうろたえた石田が「叱咤する」様に言い、女工のみんなを急がせた。石田の命令を聞いて一旦焦った女工達は落ち着いてくると、石田 「狼狽」が自分 問題でないことに気付き、 「何もそんなに大騒ぎしないで、 検査して貰ったらいいじゃなし ね」 、 「こんど 引掛かえ」と言った。しか 、幼いおけいだけは何が起こっているのかわからず、監督の命令 素直に従おうとした。しかし、おけいは「工場法にふれる幼年工」なので、検査官が来た時には「 くさなければならない」と工場主に言われていたことを石田がふと思い出し 彼 を乾燥場 隠しただ。おけいは「それっきり居なくな」り、二三日経つと、石田もいなくなった。 「まさかあんな子供を… 「だ ども、そりゃあわらなしえ、へえ、十二にもなりゃあねえ と、工場では彼女と石田に関して色々なうわさ話が流された。幼い仲間の安否を心配し同情を示し、探して助 ようとすると うより 、おけいのことを何も知らないにも拘わらず 彼女の価値観やモラルを疑うのだっ
本来ならば小学校に行く年齢のおけいが、なぜ工場で働かなけれ
ばならなかったのか記述は いが、おけいは、本テクスト 同年発表され、ほぼ い年の幼年工を描いた佐多稲子『キャラメ 工場から』
（ 『プロレタリア芸術』一九二八・二）
のひろ子を想起させる。ひ
ろ子の父親は、彼女の気持ちを全く無視し働かせた。工場の求人は
一三歳以上と定めてあったので、実際は一一歳だったひろ子を十三歳と偽った。ひろ子は一家の窮状を助けるべく学校へ行きたい希望を押し殺さなければならなかった。しかし、他の女工より体が小さく幼いため上手にキャラメルを包むことが きず、学校では優等だったひろ子は、仕事場では劣等者として名前を貼り出され辛い思いをするのだった。おけいも恐らくひろ子同様に家計を助けるために、自分の意思で働くのではなく親や身内にそうさせられたと推測される。
おけいがいなくなってから工場には大事件が起こり、巻き込まれ
たのはお米であった。お米は糸取りをしており、夫啓作は山大の土地を借りて桑畑を作 てい 。 山大 もともと 「高い年貢をとって」土地を貸していたが、 ある時から 「年貢は繭代で差引くこと 改正」され、生活はさらに厳しくなっていった。繭を きるだけ安 購入し労働者の のことなど配慮せず、自分の利益 重要視
⑾
し、山大
の搾取は、女工達に限らず小作人に対しても同様であった。啓作が稼いだお金 家計 支えるため は到底不十分 、お米も夫と共稼ぎをしなければならなかった
では、お米はどのような状況の中で働 て たのかみ いきたい。
お米は工場で作業していた時に「一日中濡れて居る足 冷やし」 、「血のめぐりが鈍くなって、足から脛へ上って来る冷は腰まで這いのぼった」 。 「足は、感覚 失いかけてぶよぶよ太くなった」とある。彼女が使 ていた腰掛は「空箱を横に立てた様なあら削りの材木で作っ」たものであっ 。腰掛の「改善の要求は、既に六七年前から工場主に してあったが、女工達 結束による要求でな め今まで無視されて」来 。お米は現場 このような悲惨な状況の中
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でも生活のために長年仕事を頑張ってきた。そしてある時、前日からの「出血」で、お米は「青くなっていた」 「袂に紙を入れて、歌をうたいながら糸をと」り、 「枠 とめては便所へ行った」 。お米は「流産」していたのだ。当時の労働状況や女工達の生活を克明に記録している細井和喜蔵 『女工哀史
⑿
』 には、 女工達の流産について 「女
工には流産や死産が甚だ多い」 。これは「母性保護の行き届かざるによるのであって、最少限度を示した工場法の規定も、労働組合が活動して職工自身厳重な監督機関とならざる限りは到底実行を期し難い」とあり、当時の女工にとって仕事 しながらの出産はどれほど大変なものであったかが窺われる。
では、お米は流産に対しどんな気持ちを抱いたのだろうか。 「こ
の年になるまで子供がなかった」とある 、年齢は特に描かれておらず、妊娠適齢期を過ぎていたという可能性も考え れる。 「皮膚の下には毎年毎年白い脂肪が増して行」き、 「肥 来る は子宮の悪い証拠だとの事だった るこ からお米は子宮筋腫
⒀
を患っ
ている可能性が考えられ 。筋腫は放置しておく 一〇キロを超えるような大きさ までなることもあり、複数個 きることも多い。若い人では妊娠しにくくなったり、流産しやすくなったりす 、妊娠した場合 分娩まで健康管理をし か 行い、無理をしないことが大事と言われている。 「わざわざ金を使って県立病院まで診せに行く余裕もなかった」とあるように、お米は治療を受けていないことがわかる。おそらく金銭的な余裕 けではなく、長時間労働忙しく休憩の時間も少なく、ただで え疲れると ろに 現場 の設備が整っていなかったり、工場 中が冷 たりして厳しくて不快な環境の中で何倍もの疲労が まると う様々な事情があったと考
えられる。治療を受けていないお米の妊娠は危険を伴っているが、命がけでも子供を作りたいほど、お米にとっては待望の妊娠であっただろう。 胎児の命を失うということは彼女にとってただ 「惜しい」のではなく、辛くて耐えがたい喪失感があったと考えられる。流産後は、出産後に準じた養生や数日間の安静 必要と言われてい が、お米の場合は流産しても、仕事 続けなければならなかった。
お米の苦労はさらに続いた。 「流産」後の疲労で、作業中「頻に
薄い眠気が襲って来た」 。 「眉間に力 入れて ない 、首ががっくり横に倒れそう」だっ 。 「こんな時には休みたい」と「思い がらも、すぐに給料にこたえて来る とがわかっているのでずるずる働いていた」 。 「何かのはずみで、 肱に熱湯がかかっ 。 「熱いっ！」よくある事で何でもなく思ったが、 「忽ち斑点が現れ 来 」 。 繭を掬っていた金網を捨ててこす ていると、そ がじんじん熱くなって来た。押えた指の間で見ると、だんだん赤味 増して来た。枠をとめて、懶 体を曲げ、台の下からワセリンの罐を取り出そうとした」 。
「ああ、ああっ」はじめは誰かが来て、うしろからやさしく髪にさわった様な気がした。しかし、その次の瞬間には、後頭部の骨の外で脈が打つ様にことことと廻っている車を感じた。「やられたっ」強い力が生え際を引きむ る様にうしろへ引いた。 （略）それは、十五秒程の間だった。車は、女 赤い髪を捲き込んでことことことと廻って行った。先の短い 箒の様な はねちね
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ちねちねちと心棒に捲きついて行った。
お米は流産のショックからまだ抜け出してもいないうちに、 「髪をモーターに捲き込まれ」 、 「後頭部の半分程の毛を奪われ」るようなすさまじい事故に合った。以前は 蒸気」を使用し、枠の軸の回転がとても鈍かったが、 「先月から電力に」 変わり、 「ずっと早く」 なった。電力になること よって今まで多くの労働者がやっていた作業を、少人数でかつ早くできるようになり 工場主にとっては毎月雇人に払わなければいけな 給料の負担が減少し、生産が増加するという極めて有利なものであったが、新しい機械に慣れていない労働者にとっては命がけになってしまった。お米が喪失した は子供命だけではなく、女性の命と言われるほど大事にされている髪の毛でもあった。
三
　
立ち上がる／立ち向かう女工
工場での大事件後をみていきたい。畑の「わかい稲のさきが垂れ
て見える程水が不足」し とあるように、村では「日でり つづ」き、小作人は不作になるのではないかと「心配」 るようになった。「旱で不作なら年貢を少しまけてやればいい」と小作人達が考えたのだが、工場主には許されそうもなかった。水を「田の方へは一滴も廻さ」ない一方、山大工場の「貯水槽 田より一段低く、深 口をあけて、ぐうぐう咽喉を鳴らす様 渦 音を立て 吸い込」んでいた。前述したように、山大の小作人に対する待遇 女工同様に残酷 あった。 「アメリカの好景気に引け の糸を引いて横浜に送った方が、はるかに利益の桁が違う」とあ ように、田畑で
年貢をとるのと工場で儲ける利益とでは桁が違うので、小作人の働き口がなくなり生活が苦しいものになろうと、工場主にとっては最大の利潤を求める以上関係のな ことであった。工場主のそのような「算盤」は、 「人のいい小作人達に」も「あざやかに読めた」 。今まで散々酷使され 工場で 様々な凄惨な事件に対する工場主の対応などから、小作人は工場主 やり方を見抜き、階級問題に目覚めるようになっていた。そこで「山大の貯水槽へ流れ込む水を堰きとめる方が、最も手近で最も信頼 き 手段」だと考えた。労働者二手に分かれて、片方は水を堰き止 ことに、もう片方はお米の事故後の補償を請求しに工場主の方に行き、団結して行動をするようになった。「これでよしと…こんどは、山大の堰を払いに来る奴を引っぱたいてやるだけさ」とあ 山大の貯 槽への水流を阻止することに成功し、もし工場主の から反対があっ 場合 は、向かっていこうと決意 た。一方、工場主のところから啓 と他の労働者が帰ってきた。 「山大じゃあ、お米の頭を坊主 させといて たった五円の見舞金しか出さねえと お米は流産をし 髪の毛も奪われたにも拘わらず、 「五円」の補償金し も えなかった。 「たった五円でのめのめ帰って来 か」と小作人の一人が憤るように、労働者は自分 権利を認識 、積極的に闘 よう 成長していた。ところが、そのやりとりをしているうちに、 「不意にドドドドと
いう音が起こっ 」 。 水の流れを堰き止 めにはめた堰板が 「二つに割れ」 、 「水が滝にな て水槽の方へ落ちていた」 。 「古い板で急ごしらえの水板は、雨ざらしでぽくぽく腐っていたところから 水
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の突当たる力で折れてしまった」のだ。せっかくみんなで力を合わせてやった作業が水の泡になってしまった その時「火事だ！火事だ！」と叫声が聞こえてきた。乾燥場から出火していたのだ。女工達は 「走りながら裾をからげ」 、 「高い建物と建物 間 石炭殻の道」を「あつまっ 来た」 。ひとかたまりの小作人は、 「短い に刺し子の火事頭巾で顔を包み、手に手に鳶口を持って、繭籠の上を踏んで行った」 。 「四方の窓からポンプの筒 がとど」き、 「水は強い圧力をもって煙の立っている繭 山に注ぎ かっ 」 。多量の水が注ぎかけられると は燃え上がらなくなったが、それでも小作人達 放水を止めなか 。 、もうそれで沢山、沢山、それで沢山」と工場主は「繭へ水をかけるのをとめ るように命令したが、 「何が沢山だとえ」と親の代から山大の小作人で苦しまされて来 一人青年が言い、水を注ぎ続け もう沢山。沢 。そんな 水をかけたら繭が使いものにならなくなっちま …」と工場主は繭 濡れることを心配し、憤っているように繰り返し止めるが、 「何だって今一度言ってみろ」と青年は工場主の言うこと 聞かず、いくら止めても水を注ぎ続けた。そして、鳶口を工場主の方に向け、 「水の圧力で後に倒れ」させた。
鳶口の数がどんどん増えていき、 「濡れて立っていた女工たちは
目の前で、刀のように斬り込んで行く無数の 見」て、 「こわしっちまえ！」 「こわせ！こわ ！ 叫んだ。庇や壁などが次々と落ちてきた。今ま 女工達以外の労働者が て工場を打ち壊そうとし い が 今は も加 り、 「つぶれたバケツでぬれた石炭殻をすくい込み白い繭の山に向って投げ込んだ 「一杯にすくい込んでは窓ぎわ で行って奥へ投げ込み、戻って来 、ぬ
れた地面へかがんでじゃりじゃりすくい込んだ」 。工場主は、以前検査官がきた時に「これで、つまらん事の様ですけれど時々こんな芝居でもやって見せると大変な慰安になりましてな」と嘘をつき、工場法に触 るおけいを隠したりして全く引っ掛かるこ がなかった。それは女工達にとって腹立たしくて悔しかった だろう。今まで様々な苦痛に耐えてきたが、つもりつもった憤 が一気に噴出したと言える。一方、工場主は今まで思うままに使っていたおとなしい女工達の思いがけない行動 愕然とし、 「呆然と見 」 。
工場は壁が四方から落ちて来て、屋根がない状態になった。女工
達は「壁土を棒 たたき落して」い 時にふとあるもの 気付いた。「一寸待って！たしかにこれはおけいちゃんの着物え」と言った。「これは、 おけいちゃんじゃなしか？」 「どこから見つけ出し か！」「あそ の床下の鉋屑の中さ」とあるように、焼け跡 出てきたのは、以前検査の日に乾燥場に隠されたおけ の黒こげの塊 った。県の検査官が来た時 、石田がおけ を乾燥場 中へ入れたが二時間ばかりして行ってみると おけいは繭の山の上に高い温度で悶えて死んでいることを発見し、 「うろた て暇をとって出」 ていってしまった。資本家だけではなく、資本家の手先である監督も幼い子供の死体を残して逃亡する無責任で残忍な存在 あったと言える。先行研究では「 「一六歳未満の者及女子」 ついては、労働時間一一時間、深夜業や危険業務 禁止など規制が設けられた
⒁
」と指摘さ
れたが、おけいは一二歳で年齢的に規則外ではあったが、乾燥場仕事をしていたわけ なかった。テクストの中に おけ の労働時間や深夜業に関する叙述も く、そもそも工場 でどのような仕事をしてい のか彼女に限っては描かれていないが、おそらくお
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花やお米のように糸取りしていたと思われる。工場主は工場法に引っ掛らないために幼い子供の命を奪ってしまっていたのだ。そして以前逃亡してしまった石田は、工場の消火活動にあたっ 青年達が検挙される際に一緒に引っ張られてきて、おけいを隠すことについて「自分はまずかったがそれにしても平常の呍咐どおりに、幼年工をかくしたにすぎな 。 が、死のうと死ぬまいと、それは、雇主の責任」なのであっ 、おけいを「殺 た罪は当然山大の工場主が負っ くれるだろう」 と思った。 しかし 当然工場主は 「引張って来られ」ず、全 石田のせいにな てしまった。
また、 工場で消火活動が行われたその 「夜のうちに」 青年達は 「皆
検挙されて」しまい、女工達も留置場に連れ いかれ 。 平常小作料の不満などを表面に出し 言って居た者は老人 でも寝て居る所をたたき起され」 、 「三十九度の熱 苦しめ れてい 」啓作も、「制服巡査に引立てられて行った」 。工場主は工場法違反になるような様々なことをやってき 、女工の命を奪うような犯罪もおかしいたにも拘わらず、何の罰も与えられなかったが、一方直接作業場の破壊に関わっていない労働者までも検挙され、 どん 弁解も用をたさなかった」 。
このように女工達は工場主に対する反感をとうとう爆発させ、他
の労働者と団結して復讐することに成功したものの 自分達の収入源を失い、最終的に男達は検挙されたままで、女達は荷車に乗って町へ帰ることになり、家族がばらば になってし た。
おわりに
「工場づとめは地獄づとめ／金のくさりがないばかり／かごの鳥
より地獄よりも／寄宿舎住いはなお辛い／（以下略
⒂
） 」という女工
唄に歌われている当時の惨めな女工生活は本テクストからも読み取れる。劣悪な作業環境の中で長時間労働、不十分な休憩、寄宿舎の不衛生な生活環境が若い女工の健康に重大 害を及ぼしていた。就労時間中だけでなく、休憩の時間や就労後の時間も体を休めず、外出も制限さ 資本家の束縛から少しでも解放されず 心身共にむしばまれていた。幼年工のおけいは、大人 女工達にいじめられ疎外され、二重の虐待を受 ても子供ゆえに自分 感情を言語化できず、辛い思いをし命を犠牲にしてしまった。お米は待望して た胎児の命を失うだけではなく髪の毛も奪われ、十分な補償も らえなかった。お花は、夫が突然解雇されることによっ 、家族とばらばらなり独りで残って寂しい思いをし、 私利私欲を意識するように っていながらも、当初は涙することで か自分の気持ちを表現できなか た。その後、他の女工に刺激を受けても言葉で反抗感を示すことに留ま 、行動を起こすまで は至らなかった。
女工達に工場主に立ち向かう勇気を与えたのは、同じく酷使の対
象となっていた小作人達の行動であった。それまで工場主 対する不平や不満 持ちながらも、家計を支えるべく辛抱して働い いた女達も復讐する女達へ変わっていた。テクスト末尾におけ 男女の団結は、 『殴る』
（ 『改造』一九二八・一〇）
のぎん子の孤独な闘いとは
対照的といえよう。
一八九七
（明治三〇）
年から一九一六
（大正五）
年までの間に、大
小の工場で二〇件にのぼる製糸労働者の闘争が記録
⒃
されているが、
労働者が労働組合を作り、組織的に活動する 至る は大正末年になってからであった。本テクストは様々に抑圧され も、助けてく
― ―142
れる組合のような組織のない労働者の苦悩を描いている。
本テクストはかつて評価されて来なかったが、工場の中での苛酷
な労働現場や底辺の女性への搾取をリアルに描出し、資本主義社会における幼年工使用、予告 し 馘首、長時間労働、低賃金、不十分な休憩、不衛生な寄宿舎、作業中事故の不十分な補償 就労後の束縛（労働問題） 、資本家と夫による二重の支配・搾取、仕事・家事・育児による二重三重の負担（女性問題） 、流産・乳児との分離による母親の苦しみ（母性保護の問題） 、母親と 分離 託 施設の欠如による子供の苦しみ（乳幼児保護 問題） 、同じ立場にいがらも女工間に起きる階層化（階層問題）などの諸問題をうまく組み込み、当時の実情を世 訴える力をもっていたのではないだろうか。また労働法を無視するブラック企業が多数存在する現代社会にも通ずるテーマを扱い、今日的意義も持ってい と言え 。注
⑴
　「葉山嘉樹と平林たい子」 （ 『文学』一九五八・一一）
⑵
　「平林たい子―初期の世界― 芸研究』一九七六・三）
⑶
　「平林たい子の労働小説―階級・性・民族の視点から」 （ 『国文学
 解釈
と鑑賞』二〇一〇・四）
⑷
　
製糸業の発展における女性の役割について、小島恒久『ドキュメント
　
働く女性百年のあゆみ』 （河出書房新社
　
一九八三・七）を参照した。
⑸
　
女工数のデータについて、隅谷三喜男他『日本資本主義と労働問題』
（東京大学出版会
　
一九六七・二）を参照した。
⑹
　
罰金制度とは、糸の繊度、切断数、抱合不良などのような過失があっ
た場合に女工が罰金を払わなければならないもので、女工の不注意を防ぐと共に、女工にできるだけ賃金を支払わないようにする手段であった。
佐倉啄二『製糸女工虐待史』 （解放社
　
一九二七・三）を参照した。
⑺
　
本テクストでは、おけいという幼年工が検査官の訪問の際に、繭の乾
燥場に隠されるという描出がある。一九一六（大正五）年に最初の工場法が施行され、労働者に年齢制限ができた。この時最低年齢が一二歳に制限されたが、一二歳未満でも軽易な業務には条件つきで使用できるという抜け道は残った。その後一九二六（大正一五）年に工業労働者最低年齢法が施行され、 「 四 ノ者ハ 業ニ之ヲ使用スルコトヲ得ズ」（江藤玄三著『改正工場法註釈及工業労働者最低年齢法』 （金刺芳流堂
　
一九二六・七）とあるように一四歳以下の者の就労 禁止された。一二歳のおけいは「工場法にふ る」という叙述から、作品内時間は一九二六（大正一五） から作品発表年の一九二八（昭和三）年の間と定めることができる。
⑻
　
注⑹に同じ。
⑼
　
注⑺の江藤玄三著『改正工場法註釈及工業労働者最低年齢法』と同じ。
⑽
　
注⑷の小島恒久『ドキュメント
　
働く女性百年のあゆみ』に同じ。
⑾
　「繭が岐阜の山路から洪水の様に駅にとどいて来る季節」になるとそれを積んでいた荷馬車が幾台も狭い道を通り、村の人々がいやながらも
「荷馬車に道を譲った」 。付近一帯が山大の所有地であったので、高い年貢をとって貸しながら、自分の土地を自分の家の馬が通るのだという尊大な態度で馬車を往復させ 周囲に迷惑 かけて た。
⑿
　
改造社
　
一九二五・七
⒀
　
子宮筋腫については、 渡辺優子著『子宮筋腫―女のからだの常識』 （河
出書房新社
　
一九九六・二）を参照した。
⒁
　
注⑶の岡野幸江「平林たい子の労働小説―階級・性・民族の視点か
ら」に同じ。
⒂
　
山本茂実著『ああ野麦峠―ある製糸工女哀史』 （朝日新聞社
　
一九八
八・五）から引用した。
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⒃
　
楫西光速他著『製糸労働者の歴史』 （岩波書店
　
一九五五・一〇）を
参照した。
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